
発行：日本共産党北海道議会議員　丸山はるみ事務所　〒047-0032　小樽市稲穂１-12-205　　ＴＥＬ 64-5591　ＦＡＸ 64-5592　　メールアドレス：jcp-maruyama@harumi7013.com 道議団
ホームページ

道政報告
2024年6月号

ホームページ Facebook X（旧Twitter） Instagram

いきいき通信丸山はるみ №13
―日本共産党 北海道議会議員―

丸山はるみ

初
め
て
の
育
児
、
久
し
ぶ
り
の
育
児
、
授
乳
や
沐
浴
な
ど
の

不
安
に
た
い
し
、
産
後
の
母
親
が
安
心
し
て
地
域
で
子
育
て
が

出
来
る
こ
と
を
目
的
に
、
母
子
に
対
し
て
心
身
の
ケ
ア
や
授
乳

指
導
等
、
育
児
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
の
が
産
後
ケ
ア
事
業
で
す
。

「産後ケア事業」道内１００％展開を迅速に

子ども ･若者の意見表明権の尊重を

子ども政策調査特別委員会で
質問する丸山はるみ道議

４月10日予算特別委員会で
質問する丸山はるみ道議

道
内
で
は
１
５
１
の
市
町
村

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
施

方
法
別
で
は
「
宿
泊
型
」
68

「
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
」
１
１
３

「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
訪
問
）」

１
０
２
市
町
村
と
な
っ
て
い
ま

す
。
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
に

お
い
て
、
今
年
度
末
ま
で
に
全

国
展
開
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
丸
山
道
議
は
す
で
に

１
０
０
％
の
市
町
村
が
実
施
し

て
い
る
県
の
事
例
も
示
し
な
が

ら
道
内
で
の
早
期
実
現
を
求
め

ま
し
た
。

北
海
道
は
こ
ど
も
・
若
者
の

意
見
を
道
の
施
策
に
反
映
さ
せ

る
た
め
今
年
度
、
子
ど
も
の
意

見
反
映
推
進
事
業
と
し
て
、
学

校
等
へ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

（
議
論
の
目
標
・
目
的
達
成
の

た
め
、
会
議
な
ど
の
場
で
参
加

者
の
発
言
を
促
し
、
話
の
ま
と

め
、
意
見
の
対
立
や
感
情
の
ぶ

つ
か
り
合
い
で
の
論
点
整
理
な

ど
の
支
援
を
す
る
人
）
派
遣
、

説
明
資
料
の
作
成
、
意
見
分
析

を
事
業
者
に
委
託
し
ま
す
。　
　

丸
山
道
議
は
委
託
事
業
者
の

選
択
に
あ
た
っ
て
「
道
の
施
策

を
子
ど
も
が
ど
の
よ
う
に
理
解

す
る
の
か
、
子
ど
も
の
意
見
の

出
し
や
す
さ
に
影
響
さ
れ
る
こ

と
等
を
考
慮
し
て
委
託
業
者
選

択
を
判
断
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
道
の
認
識
を
問
い
ま
し

た
。子

ど
も
政
策
企
画
課
長
は

「
事
業
実
施
に
当
た
り
、
子
ど

も
に
わ
か
り
や
す
い
資
料
の
作

成
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
派

遣
担
当
の
委
託
事
業
者
が
、
子

ど
も
の
意
見
表
明
の
意
義
を
十

分
に
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
事
業
に
対
す
る
考
え
方

や
実
施
に
必
要
な
能
力
な
ど
、

金
額
の
多
寡
だ
け
で
は
な
く
総

合
的
に
判
断
し
た
上
で
決
定
す

る
」
と
答
弁
。
丸
山
道
議
は
総

合
的
な
判
断
の
上
で
の
選
択
を

重
ね
て
も
と
め
ま
し
た
。

丸
山
道
議
は
、
よ
り
率
直
な

意
見
を
聞
く
た
め
に
子
ど
も
部

会
の
複
数
開
催
を
求
め
る
と
と

も
に
、
学
校
生
活
に
関
す
る
意

見
が
出
さ
れ
た
場
合
の
教
育
委

員
会
と
の
連
携
の
必
要
性
に
つ

い
て
も
質
し
ま
し
た
。
子
ど
も

政
策
企
画
課
長
が
「
２
０
２
１

年
度
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
夏
休

み
期
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で

は
二
日
間
の
日
程
で
開
催
。
子

ど
も
た
ち
か
ら
も
好
評
で
同
様

の
開
催
と
す
る
。
会
議
に
お
け

る
意
見
に
つ
い
て
は
教
育
庁
な

ど
関
係
機
関
と
共
有
し
、
子
ど

も
た
ち
に
対
し
、
必
要
な
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

北
海
道
ユ
ー
ス
プ
ラ
ン
ナ

ー
の
さ
ら
な
る
拡
大
を

道
は
、
道
内
の
大
学
生
世
代

か
ら
道
の
施
策
へ
の
意
見
を
伺

う
「
北
海
道
ユ
ー
ス
プ
ラ
ン
ナ

ー
制
度
」
に
つ
い
て
、
今
年
度

か
ら
は
大
学
院
生
・
専
門
学
校

生
に
も
拡
大
し
ま
す
。

丸
山
道
議
の
質
問
に
、「
昨

年
度
実
績
で
は
17
大
学
１
４
８

名
の
登
録
と
な
っ
て
い
る
」
と

の
答
弁
で
す
。
丸
山
道
議
は
多

様
な
視
点
か
ら
の
意
見
を
聞
く

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に

メ
ン
バ
ー
を
増
や
す
こ
と
が
大

事
と
指
摘
し
ま
し
た
。

子
ど
も
基
本
法
に
沿
っ
た

意
見
表
明
権
の
尊
重
を

丸
山
道
議
は
北
海
道
の
ア
ン

ケ
ー
ト
「
日
本
社
会
は
子
ど
も

の
意
見
を
尊
重
し
て
い
る
か
」

に
88
％
の
子
ど
も
が
「
あ
ま
り

思
わ
な
い
」「
全
く
そ
う
は
思

わ
な
い
」
と
応
え
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
子
ど
も
基
本
法
に

沿
い
意
見
表
明
権
を
尊
重
し
た

取
組
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。　
　

子
ど
も
応
援
社
会
推
進
監
が

「
子
ど
も
た
ち
と
直
接
対
話
を

行
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

権
利
が
守
ら
れ
、
意
見
の
尊
重

や
表
現
し
や
す
い
環
境
作
り
に

取
り
組
ん
で
参
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

子
ど
も
育
成
支
援
担
当
課
長

は
、
委
託
先
の
確
保
、
専
門
職

の
不
足
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て

は
複
数
市
町
村
に
よ
る
広
域
的

な
実
施
の
働
き
か
け
、
委
託
先

医
療
機
関
と
の
調
整
を
行
う
な

ど
、
未
実
施
市
町
村
に
対
し
て

事
業
実
施
を
働
き
か
け
る
と
答

弁
し
ま
し
た
。

助
産
師
に
よ
る

産
後
ケ
ア
体
制
づ
く
り
を

丸
山
道
議
は
「
産
後
ケ
ア
事

業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
、
出
産

後
４
ヶ
月
ま
で
の
時
期
は
乳
房

ケ
ア
、
褥
婦
や
新
生
児
へ
の
専

門
的
ケ
ア
は
原
則
助
産
師
を
中

心
と
し
た
実
施
体
制
で
の
対
応

と
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
助
産

師
に
よ
る
産
後
ケ
ア
体
制
を
北

海
道
と
し
て
支
援
す
べ
き
と
道

の
取
組
を
求
め
ま
し
た
。
子
ど

も
応
援
社
会
推
進
監
は
、
北
海

道
助
産
師
会
の
協
力
の
下
、
広

域
的
な
実
施
体
制
の
構
築
に
向

け
、
市
町
村
へ
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
後
も
産
後
ケ

ア
事
業
の
よ
り
一
層
の
促
進
を

図
っ
て
い
く
と
述
べ
る
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

よ
り
使
い
や
す
い
制
度
に

充
実
を

丸
山
道
議
は
小
樽
市
で
も
利

用
件
数
が
増
え
て
い
る
事
例
を

紹
介
し
、
利
用
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
自
治
体
間
の
連
携
と

使
い
や
す
い
制
度
へ
の
充
実
が

必
要
と
重
ね
て
指
摘
し
ま
し
た
。



第74回北海道植樹祭で、アカエゾマツを植樹 申入れしました !!
北
海
道
で
は
、
道
民
参
加
に

よ
る
共
同
の
森
林
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
北
海
道
植
樹
祭
を

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
道
民
の
皆
様
が
森
林

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
木
育
の
推
進
は
も
と

よ
り
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道

の
実
現
に
も
つ
な
が
る
と
、
全

道
で
５
０
０
万
本
の
植
樹
・
育

樹
を
目
指
す
「
道
民
ひ
と
り
１

本
植
樹
・
育
樹
運
動
」
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

５
月
19
日
、
さ
わ
や
か
な

風
が
吹
き
抜
け
る
な
か
、
約

１
０
０
０
人
が
参
加
し
た
植
樹

祭
で
は
、
式
典
会
場
を
囲
む
よ

う
に
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
木

育
マ
イ
ス
タ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
道
立
北
の
森
づ
く

り
専
門
学
院(

北
森
カ
レ
ッ
ジ

)

の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

主
催
者
で
あ
る
鈴
木
直
道
知

事
等
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
地

元
小
学
生
に
よ
る
緑
の
宣
言
が

行
わ
れ
た
式
典
の
後
は
、
記
念

植
樹
で
す
。

丸
山
道
議
が
植
え
付
け
た
の

は
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
で
し
た
が
、

ほ
か
に
も
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ハ
ル
ニ

レ
な
ど
、
一
般
参
加
者
と
合
わ

せ
て
１
７
０
０
本
余
り
が
植
樹

さ
れ
ま
し
た
。

アカエゾマツを
植樹する丸山道議

農試公園視察～誰でも楽しめる公園づくり～
　４月26日、視察に訪れた
札幌市西区の農試公園。
　写真は車イスのまま利用
できる砂場です。大変人気
で砂がなくなるため定期的
に補充をするそうです。

「長谷川問題」の全容解明・エアコン設置費も道教委負担で
長
谷
川
岳
参
議
院
議
員
の
道

職
員
に
対
す
る
言
動
や
「
お
礼

メ
ー
ル
」
問
題
を
巡
り
、
共
産

党
道
議
団
は
４
月
17
日
、
早
急

な
全
容
解
明
を
求
め
、
道
に
要

請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

要
請
書
は
、
お
礼
メ
ー
ル
の

決
定
過
程
の
文
書
記
録
の
開
示

や
職
員
が
議
員
か
ら
威
圧
的
な

言
動
を
受
け
た
際
の
道
の
対
応

に
つ
い
て
、
指
針
と
対
策
を
示

す
こ
と
な
ど
を
求
め
た
も
の
で

す
。道

議
団
は
申
入
れ
で
「
お
礼

の
一
斉
メ
ー
ル
が
『
依
頼
』
だ

っ
た
の
か
『
指
示
』
だ
っ
た
の

道
立
高
校
や
特
別
支
援
学
校

へ
の
窓
用
エ
ア
コ
ン
設
置
の
費

用
が
、
２
０
２
３
年
度
の
補
正

予
算
で
つ
き
ま
し
た
。
設
置
に

あ
た
り
、｢

エ
ア
コ
ン
機
材
だ

け
が
届
き
、
設
置
作
業
は
現
場

に
丸
投
げ
」
等
の
声
が
、
現
場

や
保
護
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
道

議
団
は
４
月
24
日
、
倉
本
博
史

か
。
パ
ワ
ハ
ラ
対
応
の
道
の
相

談
窓
口
は
機
能
し
て
い
た
の

か
。
不
十
分
な
点
を
し
っ
か
り

と
調
査
し
て
欲
し
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

長谷川氏を巡る問題で要請する道議団

緊急要請する
真下 (左 ) と丸山両道議 (中央 )

道
教
育
長
（
当
時
）
に
「
道
立

学
校
へ
の
簡
易
型
空
調
機
器
の

整
備
に
関
す
る
緊
急
要
請
」
を

行
い
ま
し
た
。

道
議
団
は
要
請
で
、
重
量
が

20
キ
ロ
に
及
ぶ
窓
用
ク
ー
ラ
ー

は
、
作
業
の
安
全
性
に
懸
念
が

あ
る
と
指
摘
。
丸
山
道
議
は
、

窓
枠
の
大
き
さ
が
合
わ
ず
設
置

に
困
難
が
生
じ
て
い
る
学
校
の

事
例
を
挙
げ
「
生
徒
た
ち
に
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
る
状
況
が

あ
る
」
と
安
全
確
保
の
必
要
性

を
語
り
ま
し
た
。

倉
本
氏
は
「
各
学
校
と
連
携

を
よ
く
と
り
な
が
ら
必
要
に
応

じ
対
応
し
て
い
く
」
と
応
え
ま

し
た
。

｢にんしんＳＯＳ北海道｣アットホームな居室をさらに一部屋増設予定
　丸山道議のこれまでの質問に応え、鈴木知
事が整備をすすめるとした、予期せぬ妊娠の
相談窓口が、〝にんしんＳＯＳほっかいどう〟
です。新年度に入り北海道は昨年度と同規模
で支援を実施、また札幌市も支援をすると決
まりましたが、民間団体からの補助金がなく
なり厳しい運営が続きます。
　４月某日、改めて事業者を訪ねました。相
談件数は月に平均約160件、ときには200件を
超える月もあると言います。
　医療機関に未受診で出産まで２～３か月で
あると考えられる相談者。出産後、現在のア
パートに戻ることは困難で、事業者が提供す

る部屋に母子ともに移ることにしました。
　丸山道議の訪問時、偶然あいていた居室を
視察しました。清潔な水回り、使いやすそう
なキッチンとリビング。個室にはベビーベッ
ドと母親のためのベッド。長くはないここで
の滞在中に食事 ･洗濯 ･赤ちゃんのお世話等
をスタッフの下で習得し、自立していきます。
その後も見守りを続けるというスタッフ。　　
　増える相談件数に現在の事務室を居室に改
装予定と聞きました。
　公営住宅や母子生活支援施設を利用しやす
くして欲しいと要望を受けました。




